第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年9月28日（金）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:集団生活の向上、役割と責任　(4－(4))　
２．ねらい：自己の所属する集団の向上のために、進んで自己の役割を果たすとともに、協力し合い寄与しようとする心情を養う。
３．資料名：「長縄跳び」(かけがえのないきみだから(学研))　(p.66～69)
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	自分の役割について考える。
	①自分の所属している集団で、どんな役割を果たしていますか。(5分)
　【学級では】○○係、△△委員、ピアノの伴奏

　【家族では】夕食の皿洗い、お風呂洗い

　【部活では】学年の責任者
	【一斉・発表】
・軽い確認程度。

・誰にでも自分が所属する集団で役割を担って生活をしていることを確認する。

	展開
	資料を読み、「ぼく」の気持ちについて考える。
	○資料を読む。(5分) 
②体育祭まで2週間となった時のぼくの気持は？

　(3分)

　・体育委員として、二組を優勝させたい。
	【一斉・発表】

・確認程度。

・体育委員としての役割や木村の存在についても確認する。

	
	
	③10日ほどたつと「学級のことは木村がやってくれればよい」とか、「もう、どうでもよくなっていた。」と思うようになったのはどうしてですか。(10分)

　・体育委員の仕事が忙しい。・目標に近づかない。
・思うように跳べない。　・失敗する人がいる。
・文句言われるのがつらい。

　・疲れていて、足が上がらない。

・体育委員なのにと言われる。
	【一斉・発表】

・「木村がぼくのほうをちらっと見ているような気がした」という部分に注目させ、木村の「ぼく」への期待や、その時の「ぼく」の逃げ腰の気持ちを想像させる。

・責められたくない気持ちであったことを共感させる。

	
	
	⑤【中心発問】思わず、「二組の本当の力を見せてやろうぜ！足よりも心だ！」と叫んでいたのは、どんな気持ちからですか？ (17分)
　　・無性に恥ずかしいから。
　　・木村の行動を見て

　【切り返し】①どうして恥ずかしいのですか。

　　　　　　　②木村のどんな行動を見てですか。

　　　　　　　③ぼくは何に気づいたのだろう。
　　　・自分の役割を果たせていない

・自分が学級のために頑張れていなかった。

　　　・自分が後ろ向きな考えになっていた。

　　　・リーダーとしての自覚に気づいた
	【一斉・発表】
※必要に応じて【グループ】

・切り返しを何度かすることでねらいに近づける。

・木村が自分の役割を果たそうとしている姿を見て、自分の役割に気づき、それを果たさなければという気持ちが叫ぶという行動になったことに気づかせたい。


	終末
	まとめ
	⑥今日の授業の感想を書く。(5分・5分)
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】

・長縄跳びの様子の絵を見て、中で跳んでいる人たちの役割は何か考えさせた上で、授業の感想を書かせる。

・数名発表する。


５．準備物：資料、ワークシート、長縄跳びの絵
６．板書計画
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７．今後の改善点

　◎　「役割」について、意識をした授業展開していく必要がある。
　　　






　　　　長縄跳び


 木村　ぼく　


二組を優勝させたい


　　　　


　　　　木村がやってくれればよい


　　　　もうどうでもよい


・忙しい


　　　　　・思うように跳べない


　　　　　・目標に近づかない


　　　　　・失敗する人もいる


　　　　　・文句を言われるのがつらい


　　　　　・疲れていて、足が上がらない


　　　


　　　　　思わず、叫んでいた


　　　　　　　・恥ずかしい


　　　　　　　・木村の行動を見て


　　　　　　　　　　↓


・これではだめだ


　　　　　　　・自分の役割に気づいた


・自分の役割を果たせていない


　　　　　　　・学級のために頑張れていない


　　　　　　　・リーダーとしての自覚








・失敗した人への励まし


・全体をやる気にさせるために必死

















長縄跳びの絵























